国際開発学会院生部会　第100回月例報告会記念イベント

文責：国際開発学会院生部会主査 児玉光也

大学院生部会は、9月22日（土）13時から18時まで、日本科学未来館に於いて、第100回月例報告会記念イベントを開催した。山下国際開発学会長はじめ、多くのゲストスピーカーを招き、約100名の参加者を得て、学会の広報および院生部会OB/OGと現役学生との交流を図った。概要、以下のとおり。

1. 国際開発学会長　山下彰一 広島大学教授 挨拶
学会のこれからの課題をお話いただいた後、若手研究者への指針を示した。開発学とは、多様であり、多面的・構造的に捉えた研究を行うためにも「専門性」と「語学力」を身につける必要がある。また歴史的・文化的理解も重要であり、長期的視点に立てる研究者になってほしい。
2. 発表：

（ｲ）発表者：谷岡慎一氏（財務省国際局開発金融課）

　司会：松本邦愛氏（医療・病院管理研究所医療政策研究部）

タイトル：「今、ここにある危機」
内容：現在、ＯＤＡ改革が問われている中、真の危機は単なる量的な削減ではなく、ＯＤＡの構造そのものにある。まず日本の開発援助の構造を説明され、日本の開発援助の特徴が明らかにされた。質疑応答では、構造改革に向けた人事制度のあり方等が議論された。
（ﾛ）発表者：佐藤仁氏（東京大学大学院新領域創成学研究科助教授）

司会：野田真里氏（名古屋大学大学院国際開発研究科助手）

タイトル：「開発研究における個性と一般性」
内容：途上国をフィールドとする国際開発の問題にアプローチする上で、個性的な事例研究を通していかに広い文脈の中に位置づけ、科学的一般性と政策的一般性を見つけるか、また「日本オリジナル」な開発学にむけての考察が提言され、日本での開発教育等が議論された。
3. パネル・ディスカッション
パネラー：井上肇氏（厚生労働省）、木全洋一郎氏（国際協力事業団）、近藤久禎氏（放射線医学総合研究所・国際緊急援助隊）、佐々木仁美さん（世界銀行東京事務所）、野上裕生氏（日本貿易振興会アジア経済研究所）、増川邦弘氏（日本立地センター）
内容：パネラーの現在の仕事、開発援助協力との関わり、ジョブ・ハンティング、キャリア・デベロップメントについて発表してもらい、質疑応答では、留学、専門性、現場経験などについて議論された。
4. 懇親会：４０人程度の参加を得、OB／OGに自己紹介をしてもらい、現役の大学院生、学部生徒の交流を図った。
